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目　　次



　このたびは、バロネス管理機 GS500C をお買求めいただきましてまことにあり

がとうございます。

　この取扱説明書は、正しい取扱方法と調整方法、また点検方法について説明してい

ます。機械をご使用になる前に必ず本書を読んで、内容を十分に理解してからご

使用下さい。

　なお、工場完成時には十分な試運転・検査を重ねた上で出荷しておりますが、

機械が本来の性能を発揮するためには、取扱方法や作業前後の点検・調整・給油

等の日常の管理が大きく影響します。いつまでも優れた性能を発揮させ、安全な

作業をしていただきますようお願いいたします。

ご　注　意

●本機は、形式が順次変わっている場合があります。

 本機に関するお問合せの節は、必ず型式・製造番号を合せてご通知下さいますよう

お願いいたします。

●なお、本機記載事項は、予告無しに変更する場合があります。

●この取扱説明書や機械に使用されている警告表示ラベルは、安全確保のための説明

が書かれています。操作手順や安全注意事項を注意してお読みいただき、十分理解

してからこの機械を運転して下さい。

●マークや説明文はきれいに保ち、無くなったり損傷があった場合には、すぐに新し

いものと交換してください。

●なお、本機に貼られている警告表示ラベルは絶対にはがさないでください。

ごあいさつ安全に関する警告について

　本機には、正しく安全な操作を行っていただくために 印をつけた警告表示ラ

ベルを貼付しています。

警告表示ラベルは安全上、特に重要な項目を示していますので、警告を必ず守り、

安全な操作を行ってください。

注意

警告

危険

・・・運転について

− 2 −



− 3 −

安全のため、機械に巻込まれないきちん

とした衣服を着用し、作業に適した安全

器具・眼鏡・靴・ヘルメット・手袋等を

着用してください。

本機は、スライス刃（鋭利な刃物）を回転させる機械で、使用する場所、障害物、

芝生の条件等いろいろありますから、使用者は機械の点検整備の徹底をはかり、

機械操作の熟練に努め、自己の安全を図るとともに他人に危害を及ぼさないよう

に、正しく機械を使って安全第一に作業されることをメーカーとして強く要望し

ます。

1）安全のための衣服について

注意

警告

危険

注意

警告

危険

注意

警告

危険

安全作業のための注意事項

・緊急時にエンジンをストップする方法を知っておいてください。

2）緊急時の対応について

・ 疲れているときは機械を使用しないでください。もし機械使用中に疲れた場合

は、作業を中断し、休憩してください。

・ 病気の人、酒を飲んでいる人、薬物の影響のある人は機械を使用しないでくだ

さい。視覚や敏しょう性、判断力に影響を及ぼします。

・ 機械操作に不慣れな場合は、取扱方法や安全注意事項をよく理解してから機械

を使用してください。また、子供には使わせないでください。

3）こんなときは運転しない

注意

警告

危険

・ 機械を他人に貸すときは、取扱説明書に記載されている安全上の

注意事項や取扱要領が分からないため、思わぬ事故を起こすこと

があります。取扱方法をよく説明し、取扱説明書を渡して使用前

にはよく読むように指導してください。

4）機械を他人に貸すとき

注意

警告

危険

・ 本機は照明装置を備えていませんので、夜間や視界の悪いときは

走行、作業をしないでください。

7）夜間走行・作業の禁止

注意

警告

危険

・ 機械の改造はしないでください。機械の改造や、当社指定以外の

部品などを取付けて運転すると、機械の破損や傷害事故を招くこ

とがあります。

・ 部品および油脂類の交換をするときは、当社が指定するものを使

用してください。

5）機械改造の禁止

・ エンジン冷却風入口、エアクリーナ空気取入口、マフラ、エキゾー

ストパイプ部に芝カスなどの異物がたまりますと、エンジン不調、

オーバーヒートなど火災の原因になりますので、すみやかに作業

を中断し、過熱部が十分冷めるのを待って、取除いてください。

6）マフラ・エンジン回りのごみは取除く

注意

警告

危険



− 4 −

注意

警告

危険

10）点検時の注意

注意

警告

危険

・ 機体を持上げて作業を行う場合は確実に固定するよう、必ず適切

な支えを設けてください。

・ 実施する保守・点検を熟知してください。

・ 保守・点検は乾燥したきれいで平坦な場所で実施してください。

・ エンジンは必ず停止し、それを確認してから作業を行ってください。

・ 機械が作動中は、給油や保守・点検をしないでください。

・ 駆動、作動部分には手足を近づけないでください。

・ 全部品は良い状態で正しく取付けてください。

・ 損傷部品は直ちに修理、交換してください。

・ 磨耗損傷部品は交換してください。

・ 機械の改造はしないでください。整備上の必要部品は、安全確保のため純正部品を

使用してください。

・ ゴミやグリース、オイルの付着は取除いてください。

11）保管について

・ 機械にシート等を覆いかける場合は、エンジンが冷えてから行ってください。

・ 6 ヶ月以上運転しないときは、燃料タンク、キャブレタ内のガソリンを抜いて

ください。

・ 運転中、周りに人がいないか破損する恐れのある物がないか確認

し作業をしてください。

・ プレイヤーが近くにいないか確認してください。打球が飛んでく

る危険があります。

・ 飛散物、刃でケガをしないように十分注意してください。

・ 本機は、グリーン用管理機械ですので急傾斜地での作業は、横転

の危険が非常に高いので使用しないでください。

・ 転倒やスリップの危険がある場所では、運転しないでください。

・ 動力作動中は回転物に触れないでください。回転物で指や手をケ

ガをする危険があります。

・ どのような場所でも緊急停止ができる速さで運転し、急発進、急

ハンドルはしないでください。特に坂道を下る時は、必ず低速走

行してください。

・ スロットルを急に高速にしないでください。機械の前部が跳ね上

がる危険があります。

・ 作業中、異常振動や異常音の発生等、機械の異常を認めたら直ち

にエンジンを停止して原因を調べ、完全に補修した上で再使用し

てください。

・ 本機から離れる場合は、機械を水平な場所で停止させ、エンジン

を停止させてブレーキストッパをかけてください。

9）作業中の注意事項

注意

警告

危険

注意

警告

危険

注意

警告

危険

・ 全てのカバー類が、所定の位置にきちんと取付けられているか、破損している

ところはないか確認してください。

・ ボルト・ナット類が緩んでいないかよく調べてください。緩んでいる時は、確

実に締付けを行ってください。

・ ブレーキ・レバー類、タイヤ等の作動に異常がないか確認してください。

8）作業開始前の安全点検

注意

警告

危険
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ブレーキレバー

ブレーキストッパ

ブレーキワイヤ

エンジンスイッチ

右車輪

ピロー形ユニットベアリング

ロックナット

スタンド

ストレーナレバー

リコイルスタータ
チェンジハンドル

エンジン

調節ボルト

ロックナット

前ローラー
目盛マーク

移動用前車輪（車輪W‑150RB）

スナップピン

カバーA COMP

左車輪

ハンドル
スロットルワイヤ

スロットルレバー

カッタークラッチレバー

走行クラッチレバー

各部の名称



テンションクラッチは作業

直前に入れ、それ以外の時

は必ず切っておいて下さい。

（クラッチ）

K 4 2 0 5 0 0 0 6 5 0

注 意

K4205000650
クラッチ注意事項

注　　   意

・この機械を運転する前に取扱説明書を熟読し十分機
　械の操作を理解してから運転して下さい。
・危険・警告・注意等ラベルの指示にしたがって行動
　しないと死傷又はケガをする結果となります。
・マークやラベルの説明文はきれいに保ち、無くなったり損
　傷があった場合には、新しいものに交換して下さい。

取扱上の注意

K 4 2 0 5 0 0 0 6 3 0

K4205000630
取扱上の注意ラベル

機番プレート

注　意
動力作動中は回転物に触れないで
下さい。ベルトや回転物で指や手
をケガをする危険があります。

K 4 2 0 5 0 0 0 6 7 0

K4205000670
ベルト回転物注意マーク

危　  険
1・回転している刃に手足を近づけないこと。
2・刃に触れる場合は、必ず手袋を着用すること。
3・子供には使用させないこと。

K 4 2 0 5 0 0 0 8 5 0

K4205000850
刃危険ラベル

K4205000700
吹出し口危険マーク

危　 険
刃が回転中は近づかないこと。

K 4 2 0 5 0 0 0 7 0 0

K 4 2 0 5 0 0 0 4 8 0

この防護カバーは必

ず本機に取り付けて

作業して下さい。

注  意

K4205000480
カバー取付注意マーク

K 4 2 0 5 0 0 0 4 8 0

この防護カバーは必

ず本機に取り付けて

作業して下さい。

注  意

K4205000480
カバー取付注意マーク

K4202000080
変速プレート

高　 低   後

速　 速   進
NN

KW56110AA

コーションラベル

KW56070AA

コーションラベル

さわるとやけどを
するおそれがあり
ます。KW56070AA

マフラー高温注意

注意 室内や換気の悪い
所での運転は人体
に有害で危険です。

排ガスに注意

警告

・給油時は必ずエンジ

　ンを停止して下さい。

・給油口に火を近づけ

　ると火災の危険があ

　ります。 KW56069AA

火気
  厳禁

危険

無鉛ガソリン

各部のラベル
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機番プレート取付位置

機番プレートには型式、製造番号が刻印

されています。

取付位置はフレーム後部右側です。

機番プレート

仕　様

取扱説明

ＧＳ５００Ｃの特長
● サッチの除去により、芝生の分けつと発芽を促します。

● 通風性と透水性を改善し、病害防除に役立ちます。

● 移動車輪は、ピン 1 本で簡単に取外すことができます。

型式

変速

速さ

作業速さ

能率（作業幅×作業速さ× 0.8）

深さ調節

作業幅

カッター

GS500C

150cm

90cm

90cm

158Kg

三菱 GB290LN-431

5.8kW（8.0PS）/2,000rpm

0.296L（296cm3）

前進 2段・後進 1段

低速・3.6km/h　・・高速・5.9km/h・・　後進・2.3km/h

低速・3.6km/h

1,440m2/h

0 〜 30mm

50cm（ピッチ 25.2mm）

厚さ 1.2mm　21 枚
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機
体
寸
法

全長

全幅

全高（深さ目盛 0、移動用タイヤ付）

総質量

エ
ン
ジ
ン

名称

最大出力

総排気量

1.使用前点検
1-1

 エンジンオイルの点検

2.各部の締付
　本機の各部にはボルト止めが多く使われています。

　初めのうちは使用しますと、ボルト・ナット等に緩みが出る場合がありますので各

部を点検し、増締めをしてください。

M6

M8

M10

M12

普通ボルト

8（80）

18（180）

36（360）

60（600）

適正締付トルク N・m（kgf・cm）

1-2  ワイヤの点検

　エンジンを水平にして、オイルゲージで定量入っているか確認し、少ない場合は補

給してください。

　オイル交換は初回 8 時間、2 回目以降より 50 時間毎に行ってください。

　使用オイル：オイル SAE30 番。

　ブレーキワイヤ・スロットルワイヤに異常はないか点検してください。

調質ボルト

16（160）

36（360）

72（720）

※出荷時のエンジン最高回転速度は 1,900rpm です。

1-3
 エアクリーナの点検

　エアクリーナには、防塵のためオイルを使用していますので、オイルが油量線まで

入っているか確認し、少ない場合は補給してください。またオイルが汚れている場

合は、オイルパン、エレメント共白灯油で洗浄し、オイルを全量交換してください。

 オイルは、エンジンオイルと同じものを使用してください。
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3.エンジン始動運転順序

3-1  

注意

警告

危険

エンジン始動について

3-2  注意

警告

危険

エンジン始動運転方法

・ エンジン始動前に、ガソリンエンジン取扱説明書を読み、十分理解して

ください。

　ハンドルにエンジンスイッチを装着していますので、「ON ／ OFF」を確

かめてください。

・ エンジンを始動する前に全ての駆動を中立にしてください。

・ カバー類が正しい位置にあって損傷していないか、機械の周囲に人がい

ないか、安全を確認してからエンジンを始動してください。 

・ 室内および換気の悪い場所では、エンジンを始動しないでください。

1）カッタークラッチレバー・走行クラッチレバーを

　  必ず「切」の位置にします。

2）スロットルレバーを「高速」 にします。

3）ストレーナーレバーを開にします。

4）エンジンスイッチのレバーを「ON」にします。

5）チョークレバーを引いてリコイルスタータを引けば始動します。

6）チョークレバーを戻します。

「切」 

3-3  注意

警告

危険

エンジン停止方法

1）カッタークラッチレバー・走行クラッチレバーを

　  必ず「切」の位置にします。

2）スロットルレバーを「低速」 にします。

3）エンジンスイッチのレバーを「OFF」にします。

4）ストレーナーレバーを閉にします。

※  緊急時は直ちにエンジンスイッチのレバーを「OFF」

 にします。

※緊急時のエンジン停止方法を知っておいて下さい。

3-4  

注意

警告

危険 燃料給油

・ 燃料補給時は火気厳禁です。

　補給は屋外でエンジンを停止し、エンジンが冷えてから行ってください。

・ こぼれた燃料はきれいに拭き取ってください。

・ 機械は常にきれいに保ち、ゴミ、ホコリの堆積やグリース・オイルの付

着がないようにしてください。

「切」 
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3-5  注意

警告

危険

機械を離れる時の注意

・機械を水平な所に駐車してください。

・ブレーキストッパを必ずかけてください。

・エンジンが停止し、エンジンスイッチのレバーが

「OFF」になっているのを確かめてください。

・傾斜地の駐車は絶対しないでください。

・機械を操作する前に各部の作動が良好であること、特にブレーキ、クラッチ等は完

全であるか確かめてください。

・どのような場合にも緊急停止が出来るようにしてください。

・あなた自身及び周囲の人がケガをしないようにしてください。

4.機械の操作について

4-1  

注意

警告

危険 操作をする前に

4-2
 カッタークラッチレバー・走行クラッチレバー

カッタークラッチレバー・走行クラッチレ

バーはハンドル上部の左側にあり、前に倒

すと「切」になり停止します。

手前に引くと「入」になり稼動します。

急な操作を行わないように注意し、ゆっく

り操作してください。

「入」 「切」 

走行クラッチレバー 

カッタークラッチレバー 

ブレーキレバー

ブレーキストッパ

4-3  カッタークラッチレバー・走行クラッチレバーのテンション調節

図に示してあるテンションスプリングを縮めるように、カラーのボルトを緩め調節し

ます。

クラッチを入れて V ベルトの張り具合が丁度いい所に設定してください。

4-4
 ハンドルの高さ調節

ハンドルをフレームに固定している固定ボルトの位置を上下に調整する事により、使

用者の作業位置に合せてハンドルの高さ調節ができます。

ボルト 

カラー 

テンションスプリング 

高く 

低く 

注意

警告

危険

・ ハンドルの高さを調節した場合、カッタークラッチレバー・走行クラッチレバー

のテンション調節も行ってください。ハンドルの上下によりテンションの強さ

が変化します。

　※ 4-3  を参照してください。
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ハンドルの左側にあり、エンジン回転の高低をレバーで調節します。

回転速度は 700～1900rpm です。作業は 1500～1800rpm 位を目安に行って

ください。

注意

警告

危険

 4-5  ブレーキレバー

ハンドル右側のグリップ部にあり、レバーを握るとミッションにセットされた内拡ブ

レーキが作動します。また、レバーを握ったままストッパーをかけると、ブレーキが

固定できます。

ブレーキ調節は、ミッション側のワイヤ取付部に付いているアジャスタボルトで調節

してください。あまりワイヤを張り過ぎるとブレーキレバー解除の状態でも効いてし

まいますので注意してください。

なお、ワイヤ調節してもブレーキの効きが悪い場合、ブレーキドラムの中のブレーキ

シューを交換してください。

4-6  スロットルレバー

4-7  移動用前車輪

グリーンからグリーン、管理棟へ移動するときに使用します。

注意

警告

危険

・ 移動用前車輪の取外しを行うときは、必ずエンジンを停止して行ってください。

・ 作業は機械を水平に保てる地盤の場所で行ってください。

【外し方】

1）・「スタンド」の「ロックナット」を緩めます。

2）・ハンドルを下に押して機械本体の前部を浮かすことによって「スタンド」が下に

向いた状態になります。

3・ ハンドルから手を離すと前車輪が浮いたままの状態になっていますので、両側に

付いている「16 スナップピン」を抜いて、両側の前車輪「車輪 W-150RB」を

外してください。

4）・前輪を外したら機械本体を前後に動かし「スタンド」がかかっていない（前ローラー

が地面に接地した）状態にし「スタンド」を上に上げ「ロックナット」をしっか

り締めます。

注意

警告

危険

・ 「ロックナット」をしっかりと締めておかないと、作業中および移

動中に「スタンド」が下がって芝生などに食込み、ハンドルをと

られる危険があるので十分注意してください。

・ 「スタンド」をたてた状態で、機械から離れないでください。「ス

タンド」をたてた状態は非常に不安定です。

ブレーキレバー

ブレーキストッパ

ロックナット 

スタンド 

移動用前車輪 

（車輪W‑150RB） 

16スナップピン 
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スライス刃の切込み深さは、ローラー部左右にある調節ボルトを回転することに

より前ローラーが上下して調節することができます。

4-8  切込み深さ調節

4-9  〔重要〕グリースアップ

各部グリースニップルへ 50 時間毎にグリースアップをしてください。

グリースニップルにグリース（エクセライト EPNO2）を 50 時間毎

に各々約 1g（手動式小型グリースポンプにて 1 ～2 回）グリースアッ

プをしてください。

注意

警告

危険

・ スライス刃やベルトが回転して危険です。深さを調節する場合は、

エンジンを切ってください。

・ 前ローラーを上下させるときは、左右の調節ボルトを 2 回転以内

づつ交互に回してください。片方だけ上下移動させるとローラー

部周辺部品に無理な力がかかり変形します。

【スライス刃の深さ調節】

1）・左右の「ロックナット」を緩めます。

2）・左右の「調節ボルト」を回し、切込み

深さを調節します。（約2mm／回転で、

目盛マークの 1 目盛は 2mm です。目

安としてください。）

3）・左右の「ロックナット」を締めて、「調

節ボルト」が固定されていることを確

認してください。

注意

警告

危険

・作業中は大変危険ですので、切込み深さの調節をしないでください。

・ 地盤沈下や地滑りの危険性のある場所では作業しないでください。

・ 凹凸の激しい斜面では、転倒する恐れがありますので、作業しないで

ください。

・ 本機は、グリーン用管理機械ですので急傾斜地での作業は、横転の危

険が非常に高いので使用しないでください。

・ 濡れた斜面では、スリップして転倒する恐れがありますので、作業し

ないでください。

・ プレイヤーが近くにいないか確認してください。打球が飛んでくる危

険があります。

・ 運転中は周囲の安全（前後左右、立ち木や溝、ほ場の凹凸、散水機、カッ

プなど）を確認し、いつでも緊急停止できるスピードで作業してくだ

さい。急発進、急ブレーキや急ハンドルなどの操作はしないでくださ

い。特に坂道を下るときは、必ず低速走行してください。

・ 刃物部が芝生に下がった作業状態にあるときは、後進や旋回はしない

でください。

・ 動力作動中は刃物やVベルトなどの可動部分に触れないでください。

指や手がケガをする危険があります。

・ 刃物を回転させずに作業部を下げて前進しないでください。芝や機械

に重大な損害をもたらします。

・ 機械はゆっくりと降ろし、芝や機械を損傷しないようにしてください。

・ 石や岩が地中にあると予想される場合は、刃物回転速度を下げてくだ

さい。

・ 作業中、異常振動や異常音の発生（針金・ビニールなどのクランク軸

巻付き）など、機械の異常を認めたら直ちにエンジンを停止して原因

を調べ、完全に補修した上で再使用してください。

・ 障害物に衝突したら、エンジンを停止し、各部の破損の有無を点検し

てください。

・ 作業前に石、針金、棒切れ等障害物は取除いてください。機械の故障

の原因になるばかりでなく、飛散して事故を起こす恐れがあります。

・ 機械から離れるときは平坦地に置き、エンジンを止め、必ずブレーキ

ストッパをかけてください。

・ 本機は照明装置を備えていませんので、夜間や視界の悪いときは走行、

作業をしないでください。

注意

警告

危険

注意

警告

危険

50h

「浅い」 

締める  緩む 

「深い」 

緩む 締める 

「深い」 

「深い」 

「浅い」 

「浅い」 
ロックナット 

調節ボルト 

前ローラー 

〔重要〕

　目盛は深度を表しているのではなく、あくまでも目安ですので、深度は実際に

作業してみて判断してください。

5.作業手順
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1）本機を作業場所（グリーン）まで自走して行くか、牽引台車に乗せて移動させます。

注意

警告

危険 ・ 公道は絶対に自走しないでください。

・ 運転作業は慎重に、脇見、手放し運転など絶対に行わないでください。

・ 牽引台車で移動する場合、機械はロープなどでしっかりと固定して

ください。

2）作業場所についたら走行クラッチを切ってエンジンを停止させます。

3）刃物の切込み深さの調節を行ってください。

注意

警告

危険

・ スライス刃やベルトが回転して危険です。深さを調節する場合は、

エンジンを切ってください。

・ 前ローラーを上下させるときは、左右の調節ボルトを 2回

転以内づつ交互に回してください。片方だけ上下移動させ

るとローラー部周辺部品に無理な力がかかり変形します。

スライス刃の切込み深さは、ローラー部左右にある調節ボルトを回転することに

より前ローラーが上下して調節することができます。

【スライス刃の深さ調節】

1  左右の「ロックナット」を緩めます。

2  左右の「調節ボルト」を回し、切込み

深さを調節します。（約2mm／回転で、

目盛マークの 1 目盛は 2mm です。目

安としてください。）

3  左右の「ロックナット」を締めて、「調

節ボルト」が固定されていることを確

認してください。

注意

警告

危険

・ 作業中は大変危険ですので、切込み深さの調節をしないでください。

〔重要〕

　目盛は深度を表しているのではなく、あくまでも目安ですので、深度は実際に

作業してみて判断してください。

4）移動用前車輪を取外します。

グリーンからグリーン、管理棟へ移動するときに使用します。

注意

警告

危険

・ 移動用前車輪の取外しを行うときは、必ずエンジンを停止して行ってください。

・ 作業は機械を水平に保てる地盤の場所で行ってください。

【外し方】

1 「スタンド」の「ロックナット」を緩めます。

2・ ハンドルを下に押して機械本体の前部を浮かすことによって「スタンド」が下に

向いた状態になります。

3・ ハンドルから手を離すと前車輪が浮いたままの状態になっていますので、両側に

付いている「16 スナップピン」を抜いて、両側の前車輪「車輪 W-150RB」を

外してください。

4・ 前輪を外したら機械本体を前後に動かし「スタンド」がかかっていない（前ローラー

が地面に接地した）状態にし「スタンド」を上に上げ「ロックナット」をしっか

り締めます。

注意

警告

危険

・ 「ロックナット」をしっかりと締めておかないと、作業中および移

動中に「スタンド」が下がって芝生などに食込み、ハンドルをと

られる危険があるので十分注意してください。

・ 「スタンド」をたてた状態で、機械から離れないでください。「ス

タンド」をたてた状態は非常に不安定です。

「浅い」 

締める  緩む 

「深い」 

緩む 締める 

「深い」 

「深い」 

「浅い」 

「浅い」 
ロックナット 

調節ボルト 

前ローラー 

ロックナット 

スタンド 

移動用前車輪 

（車輪W‑150RB） 

16スナップピン 

5）エンジンを再始動します。

5-1
 作業手順操作
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・ 動力作動中は、刃物やVベルトなどの可動部分に触れないでください。

指や手がケガをする危険があります。

・ カッタークラッチは作業直前に入れ、それ以外のときは必ず切ってお

いてください。
注意

警告

危険

8）・作業ラインに到着したら、ハンドルを押さえている手の力をゆっくりと抜き、前

ローラーを下につけて作業します。

・作業は必ず低速で、状況に応じたエンジン回転速度で行ってください。

・後進作業は危険ですので絶対に行わないでください。

・運転作業は慎重に、脇見、手放し運転などは絶対に行わないでください。

注意

警告

危険

9）・作業ラインが終ったら、ハンドルを押さえて刃物部を浮かせてターンします。

・ 事故防止のため、作業場所付近には人を近づけないでください。特に

刃が回転中は近づかないでください。

注意

警告

危険

10）作業が全て終了したら、移動用前車輪を取付けて移動してください。

・ 移動用前車輪取付時は必ずエンジンを停止させてください。

・ 取付けは取外しの逆の手順で行ってください。
注意

警告

危険

6.スライス刃の交換

注意

警告

危険

・ スライス刃やベルトが回転して危険です。スライス刃を交換する

場合は必ずエンジンを切ってください。

注意

警告

危険

・スライス刃は危険ですので、手袋をして取扱ってください。

・ スタンドは、移動用前車輪の取外し用なので使用しないで

ください。

1）・「カバー A COMP」を取外し、V ベルト 2 本も外します。

2）・刃物シャフトの左右にある「ピロー形ユニットベアリング」の「取付ボルト」を

緩めて取り、刃物部を下におろします。

注意

警告

危険

・ 左右の「ピロー形ユニットベアリング」を外すと刃のついた刃物

軸が抜落ちますので十分注意して作業を行ってください。

6-1  刃物軸の切離し

注意

警告

危険

 6-2  スライス刃の交換

1） 六角ナット側（プーリの逆側）の「ピロー形ユニットベアリング」をホー

ローセット（2ヵ所）で止めていますので、緩めてから「ピロー形ユニッ

トベアリング」を抜いてください。

2） 六角ナットの「27ナット」を緩めて、「スライス刃」と「カラー24」

を取外します。

3） 新しいスライス刃を以前の様に、1枚ごとに1角ずつ角度を変えて組

込んでください。

4） スペーサ用の「カラー24」は1枚24mmですので、条件に応じて刃の間

隔を調節してください。

7）作業ライン付近にきたら、カッタークラッチレバーを手前に引いて「入」にして

刃物を回転させます。

6）ハンドルを押さえて、刃物部を芝生より上に浮かせた状態で変速を低速に入れ、

状況に応じたエンジン回転速度でスライス作業ラインに向かいます。

注意

警告

危険

・ 走行中にチェンジの切替えは行わないでください。必ず走行クラッチを切って

機械を停止させてからチェンジの切替えを行ってください。
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1）エンジンについては、エンジンの取扱説明書をご覧ください。

2） 本機をきれいに清掃し、各摺動部にグリース及びオイルを注油してください。

3） タイヤの空気圧を標準よりやや高めにし、湿気から守るために板の上に乗せてく

ださい。

4） ボルト・ナットの緩み、脱落を点検してください。もし緩み、脱落があれば増締

めや補修をしてください。

5） その他各部の不具合箇所、塗装のはげ落ちた箇所は整備してください。

6） 雨のかからぬ乾燥した所にカバー等をかけて格納してください。

〔重要〕

　長期使用しない場合キャブレタ内のガソリンを全て抜去ってください。ガソリンが

腐敗した場合、キャブレタを交換しないとエンジンがかからないことがあります。

7.長期保管について

5）六角ナットの「27ナット」をしっかりと締めてください。

※刃物部の組付けは、 6-1  刃物軸の切離しと逆の手順で行ってください。

8.ミッションオイル交換手順

4） 給油栓を取付けます。

5） オイル量は検油栓を外すことにより確認でき

ます。

※ミッションオイルの交換は初回 50 時間、2

回目以降より 300 時間毎に行ってください。

1） 本機下部にあるミッションの排油栓を取外

し、古くなったオイルを抜きます。

※ミッションオイルが完全に冷えているとき

よりも、やや温度が高い方がオイルの抜け

は良くなりますが、高温時は火傷する恐れ

がありますのでご注意ください。

2） 排油栓を取付けます。

3） 本機上部の給油栓を外して、新しいミッ

ションオイル（ギヤオイル SAE90）を

1.0dm3(1.0L) 給油します。

廃油栓 

給油栓 

検油栓 

1） エンジンの燃料はガソリンを使用してください。

2） 本機は振動、ほこり等、使用条件が苛酷なためにエンジンオイルの

交換は、初回は8時間使用して全量交換し、次からは50時間毎交換

してください。エンジンオイル量 =1.0L で SAE30 番のオイルを使用

してください。

3） エアクリーナエレメントの清掃は使用前には必ず行ってください。

4） 給油時は火気厳禁です。タバコの火等は十分に注意してください。

 燃料の補給は屋外でエンジンを停止し、エンジンが冷えてから行っ

てください。こぼれた燃料はきれいに拭取ってください。

5） 室内および換気の悪い場所では、エンジンは始動しないでください。

6） マフラ及びマフラ排気口付近は高温になります。ガソリン、マッチ、

芝かす等、燃えやすいものを近付けないように注意してください。

9. 注意

警告

危険

エンジン取扱上の注意事項

 
エンジンについてはエンジン取扱説明書を読んでください。

注意

警告

危険

注意

警告

危険

注意

警告

危険
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7） 作業前点検

 燃料パイプ等の取付部が緩んだり、損傷していないか確認してくだ

さい。

 各部のボルト・ナット等の緩みがないか確認してください。

8） 運転する時の服装にご注意ください。前かけ、腰タオル等、特に長

　いヒモ類は巻込まれたり、引っ掛かったりする恐れが

　あり危険です。

9） 長期保存、6ヶ月以上使用しないときは、燃料タンク、キャブレタ

内のガソリンは抜いておいてください。

10）エンジンのメンテナンススケジュール

 エンジンを常に最良の状態で運転するために、次の点検表に従って

保守点検を必ず行ってください。

注意

警告

危険

10. メンテナンススケジュール

オイルレベルのチェック

オイル交換

エアクリーナ・エレメント清掃

スパークプラグ交換

燃料チェック

ミッションオイル交換

ブレーキワイヤ

Vベルト

Vベルト交換

タイヤの空気圧

各部のネジの緩み

グリースアップ

ゴミ等の除去

本　

体

エ
ン
ジ
ン

メンテナンス項目

○・・・ 点検、調整、補給、清掃

●・・・ 交換

備　考

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

●

●

●

使用前
50 時間

毎
200 時間

毎
300 時間

毎

最初は 8時間

最初は 50 時間

（※）

（※）

※　使用前の点検で亀裂・損傷・磨耗等がある場合は、ただちに交換してください。

　　メンテナンス等に必要な工具は、目的にあったものを使用してください。

10-1  メンテナンス諸元表

エンジンオイル量

使用プラグ

ガソリンタンク容量

タイヤ空気圧

エンジン回転速度

ミッションオイル量

1.0dm3(1.0L)

NGK・BP5ES

6.0dm3(6.0L)

120kPa（1.2kgf/cm2）

700 〜 1900rpm

1.0dm3(1.0L)（ギヤオイル SAE90）

10-2  メンテナンス時の機械姿勢について

機械のメンテナンスを行うときなど、ハンドル側を下にして倒した姿勢で長時間放置

すると、エンジンの燃焼室にエンジンオイルが入り、エンジン不調の原因となること

がありますので注意してください。
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パーツカタログ

☆部品注文について
本パーツ表の部品は電算機にて管理しておりますが、誤送の原因ともなりますの

で、部品注文の際は必ずカタログ番号、コード番号、部品名称でご注文ください。

（例）・カタログ番号　　　　コード番号　　　　　　部品名称　　　　個数

　　　　・1-23　　　　Ｋ０４０００１２００２　　　ストップリングE12・・・・・　1

グリーンスライサー
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1

2

7

69

10

11

3

5

4

19

4

21

8

32

14

15

34

26

27

29

22
23

24

12

18

16
17

32

1. フレーム・エンジン部

1 2 3 4 5

A

B

C

D

E
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カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

1-9

1-10

1-11

1-12

1-13

1-14

1-15

1-16

1-17

1-18

1-19

1-20

1-21

1-22

1-23

1-24

1-25

1-26

1-27

1-28

1-29

1-30

1-31

1-32

1-33

1-34

ＧＳ５００Ｂ‐０１８０Ｚ０

ＧＳ５００Ｂ‐０４３０ＺＲ

Ｋ００００１００３０２

Ｋ０２００１００００２

Ｋ５０７３２１０２６２

ＧＳ５００Ａ‐０４１１Ｚ２

Ｋ０１００１００００２

Ｋ０２００１００００２

ＧＳ５００Ａ‐０４１０Ｚ２

Ｋ２４７１２２０５０２

Ｋ０６１２０６２０３０

Ｋ０４０１０１７００１

　

ＧＳ５００Ａ‐０４３１Ｚ２

ＧＳ５００Ｂ‐０４０１Ｚ２

Ｋ０２０００８０００２

Ｋ０００００８０１５２

Ｋ００００１００４０２

Ｋ５０００１００００２

　

Ｋ０１００１００００２

Ｋ０４０２０４０００１

Ｋ０４０００１２００２

Ｋ１４４０００００１０

　

Ｋ４２０５０００８５０

Ｋ４２０５０００７００

Ｋ４２０９０００８２０

　

Ｋ２６０００００３３０

ＧＳ５００Ｃ‐０１０２Ｚ０

フレーム COMP

エンジンベース

10 ボルト 30

10S ワッシャー

3.2SPHC 座金 1026

ブラケット

10ナット

10Sワッシャー

走行テンションレバー

テンションプーリー 2250

ベアリング 62032RD

ストップリング S17

　

エンジンプーリー

ベルトストッパー C

8S ワッシャー

8ボルト 15

10 ボルト 40

10 ワッシャー

　

10 ナット

ストップリング R40

ストップリング E12

グリスニップル

　

刃危険ラベル

吹出口危険マーク

目盛マーク

　

三菱 GM290LN-431

マーク GS500C

1

1

4

8

4

1

2

2

1

1

1

1

　

1

1

1

1

4

4

　

4

1

1

1

　

1

1

2

1

1



2

3

8

9

4

514

6

7

1

33

32

32

33

12

11

3

15

25

26

27

20

21

16

35

35

17

18
19

26
27

9

10

31

13

12

13

20

22

24

23

23

20

29

14

14

13

28

34

11
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2. 伝動部

1 2 3 4 5

A

B

C

D

E
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カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

2-36

2-37

2-38

カタログ

番　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

2-9

2-10

2-11

2-12

2-13

2-14

2-15

2-16

2-17

2-18

2-19

2-20

2-21

2-22

2-23

2-24

2-25

2-26

2-27

2-28

2-29

2-30

2-31

2-32

2-33

2-34

2-35

Ｋ６２１２０００１９２

Ｋ２３４２０２５０００

ＧＳ５００Ａ‐０４３２Ｚ２

Ｋ６２１２００１９７２

ＧＡ１１００‐３２０４ＺＤ

ＧＳ５００Ａ‐０４４０Ｚ２

Ｋ０５００７０７３５０

Ｋ２３４２０４３０００

Ｋ０４０００１９００２

ＧＳ５００Ａ‐０４４６Ｚ２

Ｋ００００１００３０２

Ｋ５０００１００００２

Ｋ０２００１００００２

Ｋ０１００１００００２

ＧＳ５００Ａ‐０４０９Ｚ２

Ｋ０６１２０６２０４０

Ｋ２４７３３９０６０２

Ｋ０４０１０２０００１

ＧＳ５００Ａ‐０４０３Ｚ２

Ｋ０４０００１２００２

Ｋ１０２００００１６８

Ｋ５２０６０００１９２

Ｋ０２０００６０００２

Ｋ０００００６０１５２

ＧＳ５００Ａ‐０４０７Ｚ２

Ｋ５００００８０００２

Ｋ０３０００２０２０２

ＧＳ５００Ａ‐０４０８Ｚ２

Ｋ００００１００４０２

　

Ｋ００００１００２０２

Ｋ０６１２０６２０５０

Ｋ０４０２０５２００１

Ｋ１４４０００００１０

Ｋ０４０２０４７００１

25.2STKM カラー 3223

V ベルト OLB25

プーリー C

25.2STKM カラー 3218

中間軸取付台

中間軸 A

7 両丸キー 735.5

V ベルト OLB43

ストップリング E19

ベルトストッパー B

10 ボルト 30

10 ワッシャー

10S ワッシャー

10 ナット

テンションレバー

ベアリング 62042RD

テンションプーリー 3960

ストップリング S20

軸 B

ストップリング E12

2.3 丸フックバネ 18.695

ブザー取付金

6S ワッシャー

6ボルト 15

中間ロッド

8ワッシャー

2割ピン 20

アイドル

10 ボルト 40

　

10ボルト 20

ベアリング 62052RD

ストップリング R52

グリスニップル

ストップリング R47

1

2

2

1

1

1

2

2

2

1

5

5

6

6

1

1

1

1

1

3

1

1

2

1

1

2

2

1

1

　

1

2

2

1

2
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1

22

21

2

3

4

5

9

8

17

6

6

7

4

3

14

15

10

20

11

12
26

26

26

13

14 16

18

18

15

24

23

25

24

19

20

19 20

19

3. フロントローラー部

1 2 3 4 5

A

B

C

D

E
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カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-6

3-7

3-8

3-9

3-10

3-11

3-12

3-13

3-14

3-15

3-16

3-17

3-18

3-19

3-20

3-21

3-22

3-23

3-24

3-25

3-26

3-27

ＧＳ５００Ａ‐０５０１ＺＤ

ＧＳ５００Ａ‐０５０２Ｚ２

Ｋ０６０１２６２０４０

Ｋ０４０２０４７００１

Ｋ０３３１６００００８

Ｋ２１４０００００６０

ＧＳ５００Ａ‐０５０４Ｚ２

ＧＳ５００Ａ‐０５０３Ｚ２

ＧＳ５００Ａ‐０５１０Ｚ２

ＧＳ５００Ａ‐０５０６Ｚ２

ＧＳ５００Ａ‐０５０８Ｚ２

Ｋ６２１２００３６０２

ＧＳ５００Ａ‐０５０５Ｚ２

Ｋ６２１５０００６５２

Ｋ０３２００４０２５１

ＧＳ５００Ａ‐０５１６Ｚ８

Ｋ０４０１０２０００１

ＧＳ５００Ａ‐０５１５Ｚ８

Ｋ０２００１００００２

Ｋ０１００１００００２

ＧＳ５００Ａ‐０５１７ＺＤ

Ｋ０００００６０４０２

Ｋ１００００００３０９

Ｋ５０１２３０６１６２

Ｋ０１４４０６０００２

Ｋ５０１１０１３２２２

ローラー

ローラー軸

ベアリング 62042RD

ストップリング R47

16 スナップピン

車輪 W-150RB

ローラーブラケット R

ローラーブラケット L

調節レバー

調節ボルト

ロックナット

16STKM カラー 2520

ブロック

13STKM 孔付カラー 2210

4 スプリングピン 25

ボルト A

ストップリング S20

ボルト C

10Sワッシャー

10ナット

スクレパー

6ボルト 40

1.6 圧縮バネ 13.720

2.3SPHC 座金 616

6U ナット

1SPCC 座金 1322

1

1

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

4

4

2

2

4

6

6

1

2

2

6

2

6
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1

2

2

2

19

20

23

6

7

5

4

22

21

5

3

3

8

9

10

13

11

12

13

11

15

17

18

12

14

16

4. 刃物・スタンド部

1 2 3 4 5

A

B

C

D

E
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カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

4-1

4-2

4-3

4-4

4-5

4-6

4-7

4-8

4-9

4-10

4-11

4-12

4-13

4-14

4-15

4-16

4-17

4-18

4-19

4-20

4-21

4-22

4-23

4-24

ＧＳ５００Ａ‐０２０１Ｚ２

ＧＳ６０‐‐‐０４０７Ｚ９

ＧＳ６０‐‐‐０４０６Ｚ２

Ｋ０１００２７０００２

Ｋ０６６０２０５０００

Ｋ６２１２００３６３２

ＧＳ５００Ａ‐０４３２Ｚ２

Ｋ０４０００１９００２

ＧＳ５００Ａ‐０４４５Ｚ２

Ｋ００００１２０５０２

Ｋ０１００１２０００２

Ｋ０２００１２０００２

Ｋ５０００１２０００２

ＧＳ５００Ａ‐０２２０Ｚ２

ＧＳ５００Ａ‐０２２１Ｚ２

ＧＳ５００Ａ‐０２２２Ｚ２

Ｋ５０７３２０８３５２

Ｋ０２０００８０００２

Ｋ０５００７０７３５０

Ｋ０３２００８０５０１

ＧＳ６０‐‐‐０４０８Ｚ２

Ｋ０２００２７０００２

ＧＳ５００Ａ‐０２０２Ｚ２

刃物シャフト

1.2 スライス刃

カラー 24

27 ナット

ピロー形ユニット UCP205

25.2STKM カラー 323.3

プーリー C

ストップリング E19

ベルトストッパー A

12 ボルト 50

12 ナット

12S ワッシャー

12 ワッシャー

スタンドブラケット

スタンド

ロックナット

3.2SPHC 座金 835

8S ワッシャー

7両丸キー 735.5

8 スプリングピン 50

31.7STKM カラー 429

27S ワッシャー

エンドカラー

1

21

20

1

2

1

1

1

1

4

4

4

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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1

3

8

11

4

2

2214

24

23

20

21

32

32

5

18

6

7

9

12

13

14
15

16,(17)

10

19

10

28

25

29

27

14
34

35
38

33

38

31

36

30

14

31

40

15

28

11

28

10

38

39

11
10

5. ミッション部

1 2 3 4 5

A

B

C

D

E
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カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

5-36

5-37

5-38

5-39

5-40

5-41

5-42

5-43

5-44

Ｋ１０３０００００１Ｄ

Ｋ６０３００８０１７２

Ｋ０３０００２０２０２

Ｋ５００００６０００２

Ｋ５０７３２１０２４２

2.9U フックバネ 1564.2

8 平頭ピン 17

2 割ピン 20

6 ワッシャー

3.2SPHC 座金 1024

1

1

2

1

2

カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

5-1

5-2

5-3

5-4

5-5

5-6

5-7

5-8

5-9

5-10

5-11

5-12

5-13

5-14

5-15

5-16

5-17

5-18

5-19

5-20

5-21

5-22

5-23

5-24

5-25

5-26

5-27

5-28

5-29

5-30

5-31

5-32

5-33

5-34

5-35

Ｋ２７０００００２５０

Ｋ０５００５０５２００

ＧＡ７０００‐０１１６Ｚ２

Ｋ２３４２０４５０００

Ｋ５０１２３０６２５２

Ｋ０２０００６０００２

Ｋ００１３０６０３０１

Ｋ０５００７０７２５０

ＧＳ５００Ａ‐０１３０Ｚ２

Ｋ０２００１００００２

Ｋ０１００１００００２

ＧＳ５００Ａ‐０１４１ＺＲ

Ｋ５０７３２０８３５２

Ｋ０２０００８０００２

Ｋ００１００８０２５２

Ｋ２００００００１４０

Ｋ２００００００１３０

Ｋ６２１００００６５２

Ｋ００００１００２５２

ＧＳ５００Ａ‐０１４２Ｚ２

ＧＳ５００Ａ‐０１４３Ａ２

ＧＳ５００Ａ‐０１４０Ｚ２

Ｋ１３００００００３０

Ｋ０３２００５０２５１

Ｋ０００３１０１２０２

　

Ｋ０００３１０１３０２

Ｋ５０００１００００２

ＧＳ５００Ａ‐０４４８Ｚ２

Ｋ０００００８０２０２

Ｋ５００００８０００２

Ｋ０００００８０３０２

Ｋ００７１０００９７２

Ｋ０１０００８０００２

ＧＳ５００Ａ‐０１４４Ａ２

富士ミッション FD20EB05

5 両丸キー 520

ミッション付プーリー

Vベルト OLB45

2.3SPCC 座金 625

6S ワッシャー

6調質ボルト 30

7 両丸キー 725

U ボルト

10Sワッシャー

10ナット

ホイルフランジ

3.2SPHC 座金 835

8S ワッシャー

8調質ボルト 25

左車輪 13 × 6.00-8A'ssy

右車輪 13 × 6.00-8A'ssy

6.5 カラー 1515

10ボルト 25

レバー取付板

レバー取付板 A

チェンジハンドル

11 握り黒 36

5 スプリングピン 25

10 ボルト 120

　

10 ボルト 130

10 ワッシャー

ベルトストッパー D

8 ボルト 20

8 ワッシャー

8ボルト 30

カッターピン

8ナット

レバー取付板 B

1

1

1

1

1

1

1

2

2

14

6

2

2

6

4

1

1

1

8

1

1

1

1

1

1

　

1

10

1

1

2

2

1

1

1



− 27 −

1

10

12

11

8

9

2

33

9

20

21

34

36

36

37

28

5

6

5

7

6
7

24

25

14

15

19

19

16
17

13

10

26

26
32

19

11

18

16
17

18

26

26

31

30

22

36

36

37

36

36

37

36

36

37

38
27

29

38

23

38

6. ハンドル部

1 2 3 4 5

A

B

C

D

E
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カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

6-36

6-37

6-38

Ｋ４０３１００００５０

Ｋ６２１１００００２２

Ｋ４２４１００００４０

ハンドル用ゴム 35

12.7 カラー 17.340

コンベックス CV-200B

12

6

5

カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

6-1

6-2

6-3

6-4

6-5

6-6

6-7

6-8

6-9

6-10

6-11

6-12

6-13

6-14

6-15

6-16

6-17

6-18

6-19

6-20

6-21

6-22

6-23

6-24

6-25

6-26

6-27

6-28

6-29

6-30

6-31

6-32

6-33

6-34

6-35

ＧＳ５００Ｂ‐０１１０ＺＤ

ＧＳ５００Ｂ‐０１１１ＺＤ

　

　

Ｋ５０００１２０００２

Ｋ０２００１２０００２

Ｋ０１００１２０００２

ＧＳ５００Ａ‐０４０４Ｚ２

Ｋ０４０００１２００２

ＧＳ５００Ａ‐０４０１Ｚ２

Ｋ１３０００００１１０

Ｋ７３０２００００３２

Ｋ７３０２００００４２

ＧＳ５００Ａ‐０４０５Ａ２

ＧＳ５００Ａ‐０４０６Ａ２

Ｋ１０００００００７８

Ｋ６２１８００００２２

Ｋ０００００８０１０２

Ｋ０３０００２０２０２

Ｋ１３０００００１６０

Ｋ３６６２００００５０

Ｋ４２０３０００６８０

Ｋ３６２００００８４０

ＧＳ６０‐‐‐０３３４Ｚ０

ＧＳ６０‐‐‐０３３５Ｚ０

Ｋ５００００８０１０２

Ｋ１１１０１４２０００

Ｋ１２０３５２１０１０

Ｋ１１２０１２７０００

Ｋ１２４１４７００００

Ｋ４２０３０００４４０

Ｋ５０５１０１６２４０

Ｋ００００１２０７０２

Ｋ００００１２０８０２

ハンドル

ハンドルステー

　

　

12 ワッシャー

12S ワッシャー

12 ナット

軸 A

ストップリング E12

クラッチレバー

9握り黄 22

100 テンションロッドガイド R

100 テンションロッドガイド L

ロッド A

ロッド B

3.5 圧縮バネ 17.560

8.5タップ付きカラー1915

8 ボルト 10

2 割ピン 20

ハンドル握り赤 25.4

エンジンスイッチ

エンジンスイッチマーク

エンジンスイッチコード 8-8A

走行クラッチプレート

カッタークラッチプレート

8ワッシャー

スロットルワイヤー 1420

スロットルレバー E352101

ブレーキワイヤー 1270

ブレーキレバー E147000

ブレーキレバーマーク

1C5191P 座金 1624

12 ボルト 70

12 ボルト 80

1

2

　

　

6

6

6

1

2

2

2

1

1

1

1

2

2

2

4

2

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

2

4
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7. カバー＆付属品部

O.M.& P.C

E.G. O.M.

1

20

21

22

23

7

8

2

3

4

5

6

4

5

6

4
5

19
18

6

4
5

6

16

10

9

16

10

9

24
21

24

25

21

11

12

13
15

17

15

12

14

39

38

41
40

42

1 2 3 4 5

A

B

C

D

E
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カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

7-36

7-37

7-38

7-39

7-40

7-41

7-42

7-43

7-44

7-45

　

　

７５０１０４‐７７

ＫＮ５２００９ＡＡ

ＫＮ１２００４ＥＡ

ＫＮ１３００１ＡＡ

ＦＡ２１５３３Ｄ

　

　

GS500C 取扱説明書 &パーツカタログ

エンジン取扱説明書

ボックススパナ

スクリュドライバ

ツールバック

　

　

1

1

1

1

1

カタログ

番　号
コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数  備　考

7-1

7-2

7-3

7-4

7-5

7-6

7-7

7-8

7-9

7-10

7-11

7-12

7-13

7-14

7-15

7-16

7-17

7-18

7-19

7-20

7-21

7-22

7-23

7-24

7-25

7-26

7-27

7-28

ＧＳ５００Ａ‐０３６０Ｚ０

Ｋ０９００３００２００

Ｋ０９００３００３００

Ｋ０００００６０１５２

Ｋ０２０００６０００２

Ｋ５００００６０００２

ＧＳ５００Ｂ‐０３３５Ｚ０

ＧＳ５００Ａ‐０３１５ＺＲ

Ｋ５００００８０００２

Ｋ０２０００８０００２

ＧＳ５００Ａ‐０３５０Ｚ０

ＧＳ５００Ａ‐０１３５ＺＲ

ＧＳ５００Ａ‐０１３６Ｚ０

ＧＳ５００Ａ‐０１３７Ｚ０

Ｋ０００００８０２０２

Ｋ０１０００８０００２

ＧＳ５００Ａ‐０３１７ＺＲ

Ｋ０２００１００００２

Ｋ００００１００１５２

Ｋ４２０２００００８０

Ｋ４２０５０００４８０

Ｋ４２０５０００６５０

Ｋ４２０５０００６３０

Ｋ４２０５０００６７０

Ｋ４２０１０００１２０

カバー C・COMP

膜付グロメット C30SG20

膜付グロメット C30SG30

6 ボルト 15

6S ワッシャー

6ワッシャー

カバー B・COMP

カバー D

8 ワッシャー

8S ワッシャー

カバー A・COMP

押え板A

エプロン A

エプロン B

8 ボルト 20

8 ナット

カバー E

10Sワッシャー

10ボルト 15

変速プレート

カバー取付注意マーク

クラッチ注意マーク

取付上の注意

ベルト回転物注意マーク

BARONESS マーク 121 白

（刃物部用）

（フレーム部用）

1

1

1

13

13

13

1

1

8

8

1

2

1

1

8

8

1

2

2

1

3

1

1

2

1
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